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2β銑才
日立製作所の廃棄物炭化燃料システムは,都市ごみを乾燥,炭化して,

石炭に近い性状の炭素燃料を作るものである｡都市ごみを単に焼却して

しまうのではなく,エネルギーとして有効に利用することで,ゼロエミッ

ションに貢献する｡2002年4月には,新潟県糸魚川地域広域行政組合

納めの施設が稼動を開始する｡このシステムは,都市ごみを積極的に活

用する国内初の循環型大規模処理施設として注日されている｡

一般廃棄物を】化
廃棄物炭化

環境システム推進本部の柳田

光昭主任技師(左)と十亀

求主任技師(右)

料へと変える
料システム

●廃棄物がどんな燃料に変わるのか

石炭並みの熱量を持つ新しい固形燃料で

す｡ごみを燃料化する方法としては,ほかに,

ごみを破砕して成形するごみ固形燃料(RDF:

Refuse Derived Fuel)があります｡しかし,

RDFは塩素濃度が高く,塩素対策を施した専

用ボイラでしか燃やせないのがネックでした｡

この廃棄物炭化燃料システムが作り糾す炭化

燃料は,塩素濃度も低く,高カロリーなので,既

存の設備で石炭(微粉炭)といっしょに燃やし

てもボイラを傷つけません｡電力会社やセメン

ト会社など,幅広い企業で利用いただけると

いう特徴があります｡

●システムの概要は

ロータリキルン式の炭化炉をメインとして,炭

化設備,炭化物処理設備,排ガス処理設備か

ら成っています｡炭化炉は,実績のあるフラン

スのTHIDE社の技術を導入して開発したも

ので,廃棄物に含まれる塩素分を炭化物に固

定するとともに,ごみ質の変動に影響を受けな

い安定した品質の炭化物を提供します｡炭化

炉で出来た炭化物は,炭化物処理設備によっ

て塩素分が除去され,炭化燃料となります｡乾

耕ヽ

_=≡≡芦■.
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新潟県糸魚川地域広域行政組合納めの廃棄物炭化燃料システムの烏観図

燥炉と炭化炉を分離することによって炭化炉の

長さを従来の約‡に短縮するなど,設置時の
省スペース化にも努めました｡

●環境への配慮は

補助燃料を使わず,ごみの持つエネルギー

だけを炭化炉や乾燥炉の加熱源とするなど,

システム内で徹底したエネルギーの有効利用

を図っています｡廃棄物は炭化炉で無酸素,

約500℃の状態で熱分解されるので,金属を

未酸化の状態で回収でき,リサイクルに回すこ

とができます｡排水は,システム内で100%処

理し,再利用されます｡排ガス中のダイオキシ

ン類濃度も,規制値の約志以‾‾Fにとどめてい
ます｡

●今後の展開は

ごみを炭化燃料に変え,資源として利用す

る循環型社会を実現するためには,炭化燃料

の利用先の確保が不可欠です｡炭化燃料を安

定的に供給できる処理施設を増やす努力とと

もに,大量かつ長期的に炭化燃料を使う利用

先を開拓し,需要と供給をつなぐ役割を積極

的に果たしていきます｡2002年4月から稼動す

る新潟県糸魚川地域広域行政組合納めのご

み処理施設では,外観にも配慮するなど,地域

との調和に努めています｡循環型社会に貢献

する新しい処理施設の姿を多くの方にお伝え

し,理解していただくことで,システムの普及を

図っていきたいと思います｡



2〃仇才
わが国でも,ノンストップ自動料金収受システム``ETC”が動きだした｡

料金所の渋滞凄和と,クレジットカードの後払いによるキャッシュレス化

が期待できるものとして,大いに注目を集める新システムである｡日立製

作所は,さらに一歩進めて,フリーフロー化に向けた研究･開発にも取り

組んでいる｡

次世代ITSの中核となるノンストップ自動
料金収受システムHETC叩が運行を開始

＼.,/二
/

＼

社会システム事業部情報シス

テム部の原田昭雄主任技師

(右)と情報制御システム事業

部社会システム設計部の飯野

隆之主任技師(左)

㌔
●
E
T
C
と
は

料金所ゲートに設置したアンテナと,自動車

に搭載した車載器との間で無線通信を用いて

自動的に料金の支払いを行い,料金所をノン

ストノブで通行できるシステムです｡つまり,利

用者の辛が料金所のETC専用のゲートを通

過する際,アンテナと車載器問で,登録ナンバ

ーや車種などのユーザー情報を無線で瞬時に

送受信し合い,後日,登録された個人や会社

などに道路の利用料金が請求されるというも

のです｡全国共通のシステムのため,いつでも,

どこでも,1枚の｢ETCカード+と1台の｢車載

器+で利用することができます｡

すでに一部の料金所で運用が始まっていま

したが,2001年11月30日から全国約600か所

の料金所で本格的にサービスが開始されまし

た｡料金所での渋滞を棍和し,いったん停車

によるエンジン騒音やCO2発生を低減すること

ができますので,大いに期待されています｡

●開発までの程緯は

日立製作所は,1995年,官民による共同実

験公募に応募し選定されてから,本格的に開

発をスタートし,システムの中核となる無線通

信,決済処理,セキュリティ技術について提案一

関発を進めてまいりました｡中でも,ETCのか

なめとなるDSRC(狭域無線通信)では,国際

標準を視野に入れて,実験当初から現ETCで

採用されている｢5.8GHzアクティブ通信方式+を

開発,碇案し,わが国のETC推進に貢献して

きました｡

このシステムでは,社内的にも部署間の垣根

を越え,全社体制で取り組んでいますので,路

側基盤はもちろんのこと,車載器やセキュリテ

ィシステムなど,ETCに関する全範囲の提供が

可能です｡

●ETCの今後の発展は

現在では車載器搭載車の普及率がまだ低

く,レーンごとのETCで運行されていますが,

運転者へのサービス向上のために,ETCの技

術を一歩進めて,将来的にはフリーフロー化,

すなわち料金所を取り払った道路の形態を掟

案していきたいと思っています(141ページの関

連記事を参照)｡日立製作所は,当初から,こ

のフリーフロー化を想定して開発を進めてきま

した｡当面は画像処理技術などによるシステム

を提案していきます｡また,ETC技術の応用と

して,駐車場やガソリンスタンド,ドライブスルー

など,ドライブ時に料金を支払うさまざまな場面

でのサービス向上にも寄与していきたいと思い

ます｡

二恵

ETCが運行を開始した横浜横須賀道路の料金所

5$l
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未知の素粒子の探索や構造の解明など,素粒子研究の手段として開発

されてきた加速器｡そこで生み出される陽子線を医療分野に活用する動

きが本格化している｡日立黎作所は,長年の実績を基に開発した｢罷子線

治療システム+を筑波大学陽子線医学利用研究センターに納入した｡同セ

ンターは,2001年9月から治験を開始している｡

がん細胞だけを攻撃する

医療用加速器｢陽子線治療システム+

電力･電横間発研究所放射線医療プロジェクト医療用加速器グループの平本和夫主管研究員･工学博

士(中),原子力事業吉β新事業開発本部放射線利用事業推進センタの佐川 渉センタ長(右),および

同事業部陽子線治療システムグループの熊坂勝行グループリーダ(左)

●加速器開発の取り組み実績は

1950年代から,高エネルギー加速器研究機

構の世界最大級の大型加速器｢トリスタン+を

はじめ,さまざまな加速器の主要装置を手がけ

てきました｡医療専用加速器システムの分野で

は,1994年に完成した放射線医学総合研究所

の｢垂粒子線がん治療装置+の中核装置があ

ります｡こうした実績の積み重ねが,筑波大学

陽子線医学利用研究センターの陽子線治療シ

ステムに生きています｡2000年3月には,福井

県に｢多目的シンクロトロン･タンデム加速器+を

納入するなど,多目的タイプでも医療用タイプ

でも,私どもの技術水準の高さが証明されたと

思っています｡

●陽子線によるがん治療とは

光速の約60%まで加速した水素の原子核

(陽子線)を,患部に照射して行います｡従来

の放射線治療は主にⅩ線で行われてきました

が,Ⅹ線は体表に近い所で最も吸収線量が強

く,内部へ行くほどエネルギーが衰えていきま

す｡そのため,体の深い所にある病巣の場合,

そこへ至るまでに正常な細胞に,より多くの線

量を付与してしまうという問題があります｡これ

に対して陽子線は,体内に入ると一定距離を

進んだ後,止まる直前に最も強くエネルギーを

放出するという特性があり,深さも制御できま

す｡つまり,深部にあるがんを選択的に攻撃す

ることができるのです｡

●システムの構成は

診断システムと治療計画システム,照射シス

テムから成っています｡診断部では,Ⅹ線CT

(断層像撮影装置)やMRI(Magnetic Reso-

nanceImaging)を用いて,がんの部位の深

さや形状を特定します｡治療計画部では,診

断部から得られるデータを基に,患部に最も有

効な照射量と方向を決定します｡照射部は,

必要な体内の深さに達する高エネルギー陽子

を発生させて加速する加速装置,ビームの方

向性や照射範囲を制御するビーム輸送装置,

照射装置などで構成しています｡陽子線治療

で難しいのは照射の位置決めやセッティングで

すが,患部は呼吸のたびに動きますので,呼吸

に同期してビームを出射,停止でき,また,せき

こみなどで患部が動いた場合に瞬時に制御す

ることができる技術を開発しました｡

●今後の展開は

陽子線は,患部を選択的に攻撃するので,

患者に与える負担が小さく,社会復帰を早め

る治療法として期待されています｡こうした治

療を一人でも多くの方に受けてもらえるように,

その普及に努めていきたいと思います｡

筑波大学陽子線医学利用研究センター納め

陽子線治療システム
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システム

『境の世紀+と言われる21世紀に入り,循環型社会の構築に向けて社会が大きく動いてきている｡日立グループは,｢ベストミックス･トータルソリューション+のコンセプトを基に接合環境事業を

展開し,さまざまな技術･製品と事業ノウハウを競合して地域振興･活性化にも寄与する環境ソリューショ

ンの提供を目指している｡ソリューションシステムのかなめとなる廃棄物･大気･水･エネルギー分野のキ

ー技術の開発･高度化にもグループが一丸となって取り組んでいる｡

出雲市外6市町広域事務
ガス化溶融システム

出雲市外6市町広域事務組

合納めガス化溶融システム

の外観(予定国)

施設の規模は218t/d(109Vd

X2炉)で,一般ごみを対象と

し,発電規模は約2,800kWで

ある｡

合納め

境に配慮し,ごみのエネルギーを最大限

に活用する次世代型廃棄物処理システ

ムを,バブコック日立株式会社と共同で,出雲市

外6市町広域事務組合から受注した｡
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このシステムでは,完全燃焼と十分な処理に

より,排ガス中ダイオキシン類濃度を規制値の

志以下に削減し,灰分を溶融スラグ化する｡さ

らに,溶融炉廃熱によって蒸気を発生させ,熱

分解ガス燃焼廃熱で蒸気を過熱することにより,

高温･高圧の蒸気を発生させて高効率発電を

行う｡

(完成予定時期:2003年3月)
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ごみ処理設
システム

ごみ処理設備用統合監視制

御システムの中央監視室の

イメージ

CG技術を使用し,さまざまな中央

監視室デザインを提案している｡

用統合監視制l

琴

書廿
準〟｡虜

境調和と資源･エネルギーの有効活用を

目指し,ごみ処理施設を安全かつ安定し

て操業するための,IT化に対応する統合監視

制御システム｢EXシリーズ+を開発した｡

ごみ焼却炉,ガス化溶融炉やポイラ･発電･受

変電設備などの監視制御機能に加え,各設備

のITV映像情報監視操作,100型(100インチ)

級大型ディスプレイへのマルチ表示制御とWeb

(ウェブ)対応リモート監視機能などを特徴として

いる｡

(発売時期:2001年4月)
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ダイオキシン前

ダイオキシン前駆体モ=タの

概略

ごみ焼却設備の電気集塵機や

バグフィルタの後段で排ガスを

連続自動サンブリンクし,この

モニタでクロロフェノールを連

続測定する｡

体モニタ

露呈慧雷雲≡芸芸芸芸二警芸
来その測定には数週間を要していた｡

これを改善するために,前駆物質(ダイオキシ

ン類生成の中間物質)のクロロフェノールを1分

以内の高速で連続測定するダイオキシン前駆体

ぬ感

し._〟メ

†〒､1

鳥{

鑑!

駄ご

モニタ``cp-2000”を開発し,2001年から納入を

開始した｡

タロロフェノールの発生状況を連続でリアルタ

イムに監視できるので,安定した燃焼状態の維

持と,ダイオキシン低減を目指した最適燃焼の指

標としても期待できる｡

なお,CP-2000は,米国R&D Magazineに

よる｢2001年R&DlOO選+に選定された｡

煙道

サンプリング
ボックス

オキシン

前駆体モニタ
蒜妄ス

7

主事入配管
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触媒式PFC分解装置
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器悪完了謂冨冨完芸l雲ア竺諾諾諾至芸芸芸票㌘関係を示している0約750℃

単導体や液晶の製造に必須とされるPFC(Per飢10rO Compounds)は地球温暖化

への影響が大きいので,世界的にその削減が求

められている｡日立製作所が開発した触媒式

PFC分解装置(HICDS)は,新開発の触媒によっ

て難分解性のPFCに対して高い分解率(99%以

上)を持つ(2001年には納入実績で100台を

突破)｡

現在,処理対象ガスの対象範囲を拡大し,排

ガスー括処理システムとしてさらに付加価値の高

い製品へと改良を図っている｡

排ガス中の溶剤回収箱

済

大日本印刷株式会社納め

溶剤回収精製システム

排ガス中の溶剤の有益成分を

回収,再利用する｡環境保全

に有効であり,併せて経済的に

も貢献できる｡

システム
000年4月のPRTR(Polutant Release

and Transfer Register)法の施行によ

り,特定化学物質の排出や移動などの届け出が

義務づけられた｡また,ISO14001の管理目標と

して,｢ゼロエミッション化+や｢リサイクル+など資

源循環型社会の推進が展開されている｡

開発した溶剤回収精製システムは,排ガス中

の溶剤を吸着装置で回収し,蒸留装置で高純

度に精製するものである｡この精製した溶剤を,

元の製造工程で原材料として再利用することが

できる｡このシステムにより,溶剤の大気への排

出量を削減することで環境保全が図られるととも

に,原材料購入費用を節約することができる｡

(納入時期:2001年4月)
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家電リサイクル事業の展開

確

東京エコリサイクル株式会

社の外観

盗

蛋

東京都内唯一の家電リサイク

ル専用工場であり,年間40万

台の使用済み家電を処理する

能力がある｡ ｢き鮎耶

991年以来,通商産業省(現経済産業省)

の補助事業として,新エネルギー･産業技
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術総合開発機構(NEDO),財団法人エンジニ

アリング振興協会,および財団法人家電製品協

会からの委託により,冷蔵庫の断熱材(発泡ウレ

タン)フロン回収と,ウレタンの圧縮減容技術を含

む家電リサイクルシステム技術の開発を進めて

きた｡

この技術を基に家電リサイクルの事業展開を

図り,1999年10月に北海道エコリサイクルシステ

ムズ株式会社(年間処理量:30万台)を,同年12

月に東京エコリサイクル株式会社(同40万台)を

それぞれ設立した｡挽業は2001年4月から開始

している｡

この事業を通じ,循環型社会への貢献と新た

な都市資源の創出を目指す｡

農林畜産･食品未利用バイオマス
リサイクル技術

メタン発酵実盲正美躾装置の

列･観

投入未利用資源量は50k好日,

発酵槽容積は1m3で,中･高温

発酵に対応している｡

受入槽

調整槽 発酵槽

ガスタンク

琵琶器芸悪霊孟宗芸諾三言
中旬から稼動状態に入った｡この装置では,生

ごみや畜糞からエネルギーとしてのメタンガスと,

コンポストや液肥などの有機農業資材が生産で

きる｡

里美村と日立製作所,日立プラント建設株式

会社および東京農業大学が共同で,農林水産

省の補助事業である｢地域新生･食品産業活性

化技術開発支援事業+を財団法人食品産業セ

ンターから委託研究として受託し,実験を進め

ているものである｡

(製品化予定時期:2002年)

歌志内市での環境トータルソリューション事業

惑甑

建設中のリサイクル発電所

2000年7月に着工し,2001年

内に土木･建築工事,機器据付

工事が完7している｡2002年5

月に全工事が完7する予定で

ある｡
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海道歌志内市の炭鉱跡地を利用し,新

エネルギー･産業技術総合開発機構

(NEDO)の補助による,廃棄物を燃料として発

J観取戦Ⅷ観取鞄鞄叫--

!汚lアニノ
シノ′′

さ岩i

脂

電するリサイクル発電所を建設中である(事業開

始予定:2002年9月)｡

〔主な仕様〕

(1)処理量:年間55,000t(シュレッダダスト)

(2)処理方式:ガス化溶融炉

(3)発電量:7,900kW

歌志内市,地域振興整備公団,北海道産炭

地域振興センター,および日立グループが出資

するこの事業は,将来のリサイクルエネルギーを

利用する事業群と環境共生型コミュニティーの具

現を目指す第一歩となる｡



慧確
世紀に入り,公共分野では,快適で安心して住める｢まちづくり+が推進される中で,市民サービ

スの向上と事業経営の効率が求められている｡日立製作所は,民間活力を利用するPFl事業を

受注し,トータルとしての撞曹効率化を目指すとともに,｢ライフサイクルサポート+という観点からサービ

ス事業を進めている｡また,社会のIT化を推進するものとして,GIS応用システム,広域管理ネットワー

クシステムなどを開発,饗晶化した｡

ETC運用開始

苧載器 ETCカード

利用者

カーディーラー

カー用品店など

料金所 拙

盛況ほ遠
道路事業者

道路事業者
(ETC別納カードの発行)

クレジットカード会社

〆禦

DSRC

注:略語説明 DSRC(DedicatedShorl-RangeCommunjcatjon:狭域無線通信)

匿TC(Electronic
TollCollection:ノンスト

ップ自動料金収受)システムの運用が2001

年3月から開始された｡同年7月下旬には三大

都市圏の146か所に拡大され,11月末には全国

616か所の料金所でETCの利用が可能となっ

た｡さらに2002年度末には,全国の料金所の約

70%にあたる約900か所に拡大される予定で

ある｡

日立製作所は,東名高速道路,常磐自動車

道,東北自動車道,首都圏の有料自動車道な

どに納入サイトを持ち,車載器とともに基盤整備

面でETC事業を支えている｡ETCの導入は料

金所渋滞解消と管理コスト削減を目指しており,

ETC利用者の増加に伴って本線渋滞解消の可

能性も高まる｡さらに,時間･期間別料金や,環

境ロードプライシングのような特定区間の料金設

定など,通行料による交通需要再配分を促進で

きる可能性がある｡

PFl事業の推進

田

株主:日立製作所

発電システム納入契約 配
プロジ工クトのトータル 当

エンジニアリンク

ガス供給会社

発生土有効利用会社

原塩供給者

各種許認可

環境アセスメント

電気事業法

ガス供給

契約

発生土

取引契約

原塩供給

契約

立製作所は,PFI(Private Finance

Initiative)事業と公共サービスの民間委

金融機関

出 返 融
資 済 資

朝霞･三園

ユーティリティサ…ビス株式会社

電気･蒸気供給事業

発生土有効利用事業

次亜塩素酸ナトリウム供給事業

保守･運転契約

日立 作所

担保
保有
設賃
定産

事業契約

電力･次亜塩素髄ナトリウム

供給サービス

株
主
保
証

東京都水道局

朝霞浄水場

料金 三園浄水場

器整諾歪i票霊烹岩男三?関連を示す0剛設儲保守など胡製作

託事業を今後強化すべき中核事業の一つとして

位置づけ,積極的な提案やビジネス構築を行う

ことで,ベストソリューション･パートナーを目指し

ている｡

その第一歩として,東京都水道局の｢朝霞浄

水場･三園浄水場常用発電設備等整備事業+の

公開募集に応募し,運営会社として設立した

｢朝霞･三園ユーティリティサービス株式会社+が

PFI事業契約を締結した｡

この事菜では,朝霞浄水場と三園浄水場に常

用発電設備を設置し,電力と蒸気を供給するエ

ネルギー供給を行う｡また,朝霞浄水場では,食

塩から次亜塩素酸ナトリウムを製造する設備を設

置し,供給する次亜塩素酸ナトリウム供給事業,

および両浄水場からの発生上を有効利用する独

立採算事業をPFI事業として行う｡

(事業開始予定時期:2005年4月)
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消防庁納め広 応援支援システム

一地図情報処理ソフトウェア"TERRAVISON”の適用事例-

鰭務省消防けに｢広域応援支援システム+を納入した｡

消防庁

広域応援支援システムは,消防庁初の本格的

なGIS(地理情報処理システム)を応用したもの

であり,大地震や大規模火災など,都道府県を

越えた消防本部の広域応援活動が必要とされ

各都道府県

申Nて-:巨司
ルータ スイッチンクハブ

ゲ小ウェ欄
光コンバータ

光コンバータ

スイッチンクハブ

鳳り凰
齢齢

アブ1+ケーションサーバ

消防庁端末

一筋DNSサーバ

注二略語説明

TA(Te｢m汁1∈】lAdapte｢),DNS(DomainNameSystem)

｢広域応援支援システム+

の概略構成(上回)と,表

示画面例(右)

端末
最大接続端末数:47台

消防本部

匡司
端末

最大接続端末数:903台

ウェブサーバとアプリケーションサーバの負荷を分散するために,一部を二重化

している｡

る災害で利用される｡このシステムは,消防庁と

全国47都道府県,および消防本部(903消防本

部)との間をISDNなどで接続し,災害の状況や

取水位置などの消防活動支援情報を全国の端

末で利用することができるものである｡全国の地

図,災害の状況,取水位置などをウェブブラウザ

で表示,人力,検索,集計することができ,大規

模災害時の消防活動の迅速化に寄与すること

ができる｡

(納入時期:2001年3月)
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監;讃蓋芸遜鱒聯

二重盗j男監j

㌍

師耐r

+盟j
棚

斤耕入力

:仰

望J

三遷

超低落差発亀装置

超低落差発電装置の設置･

構成例

浄水場のi戸過池流入口には水

路ケ‾スを設けて設置する0川 際立賢二ぷ機
のような水路には簡単なせきを

設けて設置する｡
腰

起債落差水位回収機
(発電装置本体)

既設流入サイホン 水路ケース

出力ケーブル
(系統連係直
/､伸し1峯ノ､l宣
変換装置へ)

(
流

†岨

暮轢

設さ戸過池
入口構造体)

(翔池)+ピ笥欝位
l

浄水場の;戸適地流入ロヘの設置イメージ

出力ケーブル
(系統連係直交変挟装置へ)

超低落差水位回収機

拙
棋

流入せき

水流

川のような水路への設置イメージ

鞄球温暖化などの環境問題を考えた場合,太陽光や風力,水力などの自然エネルギ

ーを活用した発電が不可欠である｡これらのう

ち,特に水力発電では,これまでは比較的大規

模な水流が利用されてきた｡そのため,身近に

ある小規模な水流をエネルギー源とする超低落

差発電装置を開発した｡

この発電装置では,落差が1m程度,流量

0.08m3/s程度からの水流で発電が可能であり

(例えば落差3m,流量0.1m3/sで脚力約

1.5kW),投げ込み式水車のため,浄水場の炉

過他流人口や,川のように流れている水路に簡

単な工事で設置することができる｡発電した電力

は,商用電源との連系によって有効に利用でき

るため,水力発電の特長である高利用率(一定

水流が確保できれば,太陽光発電の約8倍と試

算している｡)を最大限に発揮できる｡

(発売予定時期:2002年1月)
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準済

水防災･河川管理用
光ネットワークシステム

事務室

映像複合化装置

中央管理室

情報処理装置

｢

カ
メ
ラ
(
屋
外
) 一

零
?
召
宵

馳姻

lP確言

型表示装置

1叩｢事務室端末

監柵末

蘭等号TT
業者 MC MC

…取水場MC

男盤嶺書

水防災･河川管理用光ネット

ワークシステムの構成

rふ瞥野

メカ

【P電話

電話交換機;

表･主義ゲートウェ
害

■`J
｢

映像管理j

複合化叢置て

｢ル旦

[瓦前‡r｢

担与

滞水ポンプ壕MC MG

映贋符号
化蓑置

ANスイッチ

亡遍表琵ニコ

監視乱射

装置

排水樋門

監革嘩

注1:略語説明 MC(MediaConve｢te｢)

注2: (光ファイパ)

同じ光ファイバ上でカメラ映像,音声を多重伝送することができるIPネット

ワークを主体に構成した｡

済川流域の防災管理と状況監視を行うため,日立製作所は,堤防沿いに布設した

光ファイバを伝送路とした光ネットワークシステム

を製品化した｡

このシステムは,100M,1Gビット/sのIP

(Internet Protocol)ネットワークを主体に構成

し,カメラ映像,施設情報･計測情報,音声を高

速に伝送するものである｡カメラ装置は河川に点

在する取水場,樋(ひ)門,排水ポンプ場の設備,

および施設周辺の状況監視と河川重要地点の

空間監視を目的とし,その映像はディジタル符号

化(MPEG2など)して中央管理室に集約し,監

視に用いる｡画像処理によって水位言=則も可能

である｡施設情報･計測情報では,監視制御装

置などで設備状態,河川水位,水質を入力し,

重要施設や中央管理室の情報処理装置でウェ

ブ画面に編集し,提供する｡通話はIP電話で

行い,交換機を経由して外部接続もできる｡各

所の端末では,メニューからカメラ選択で映像を,

施設選択で施設状況･計測値をそれぞれ監視す

ることができる｡

下水道用光情報ネットワークシステム尭

葦〕-ララ∧_ツビット/s
ATMスイッチ

ルータ

データ系

KS

方監視制御ネットワー

rL_▼′

垂話交換機(P白×)

S(親P)

､望蝉

_...j.._映像系音声系

基幹ネットワーク

処理区ネットウー

S(親P)

MS

白S(子P)

注:略語説明

CLAD(CellAssemb】yandDisassembly;セルの組立･分解装置)
COD∈C(Coder/Decoder:符号化･逆符号化装置)

MS(MasterSt∈〕tion:全処理区の統括管理ステーション)

KS(KeySt∈〕tion:各処理区管理ステーション)

SS(SubStatiDn)
P(PumpingSt;ltion)

ネットワーク基本構成

SS(子P)

ネットワークは基軌処理区,および遠方監視制御で構成する｡基幹

は,全域を結んで管理する最上位のネットワーク網である｡
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都市の下水道分野では,下水処理場･ポ

ンプ所の遠方監視制御と維持管理の高

度化を図るために,■■F水道光ネットワークの構築

を推進している｡日立製作所は,その中で最も

重要な役割を担う基幹ネットワーク部分を手が

けた｡

〔システムの主な特徴〕

(1)ブロードバンドマルチメディア通信

光ファイバ上でデータ,音声,映像のマルチメ

ディア高速通信が可能なATM(非同期転送モ

ード)ネットワーク

(2)高信頼ネットワーク

(a)データ系:障害時に,自動的に迂(う)回

して障害を波及させないループスター構成

(b)音声系:1台の中継PBX(構内交換機)

が故障しても障害を波及させない中継PBX

冗長化構成

(3)高品質映像伝送

MPEG2(動画圧縮の符号化仕様)のディジタ

ル画像圧縮技術の採用による,高品質で効率的

な映像伝送



小河川の排水に

減

躍するポンプゲート
ンプとゲートを一体化したポンプゲートは,

きわめてコンパクトでコスト縮減にも有利な

チューブラ形ポンプゲート

の構遵

ゲートにポンプを内蔵させること

により,コンパクトな排水施設

を実現している｡

排水施設である｡特に小水路や小河川など,設

置スペースを大きくとれない排水機場に適したシ

ステムとして,近年注目されている｡

従来のポンプゲートは,立軸水中ポンプをゲー

トに取り付けたもので,日立製作所は｢水門番+

と称し,1987年に初号機を納入して以来,24機

･幸弘
吐出し水槽

ゲート

ポンプ

場36台の実績がある｡

このたび,横軸薄型水中モータと高ハブ比(羽

根高さが小さい)特殊軸流羽根車の採用によっ

てポンプの面間をゲート幅程度とし,コンパクト化

と軽量化を実現したチューブラ形ポンプゲート｢水

門番PARTⅡ+を開発した｡

高揚程(全揚程4m)3機種と低揚程(全揚程

2.5m)4機種のシリーズ化により,さらに多様なニ

ーズにこたえることが可能となった｡

ま
〆･;

′

羽根車

戸詔l

百ニラ
ステ一夕

SCSI

FC250

SUS403

ポンプ動用横軸形ハイブリッド

甜匪

動機
水ポンプ機場は,豪雨などによる河川の浸

水被害を防止する重要な役割を果たして

いる｡しかし,近年の治水事業では新設機場の

数は年々減少し,代わって古い横場のリニュー

アルや,老朽設備の更新事業が増加している｡

これらの計画では,コスト縮減のため,コンパク

ト化,簡素化,高機能化などの新技術の導入が

要求される｡これにこたえるため,｢横軸形ハイ

ポンプ駆動用横軸形ハイブ

リッド席軌籠の構造と配置例

省スペース化と静書化を実現し

た新型原動機である｡

流体継手 ガスタービン

歯車

も

出力軸

遠

概略構造

$$】

ブリッド原動機+を開発した｡

この新型原動機では,一軸式横軸ガスタービ

ンと歯車減速機を一体化し,クラッチ機能と速

度制御機能を持たせるための流体継手を内蔵

させてコンパクトパッケージとすることにより,省ス

ペース化と静音化〔85dB(A)〕を図っている｡ま

た,発電機を搭載することにより,原動機自体に

必要な換気や給排拍動力を自己給電する｢完全

ユニット化+を実現した｡

(発売予定時期:2002年4月)
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操気排気

出力軸 一軸式横軸ガスタービン

断面図

【+て一トヤ_ト.』
機場配置例
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島根県納め環境放射線可搬

モニタリングポストシステム

可搬型モ=タリンクポスト

(本体)の外軌

コンパクトで軽量な可搬型モニ

タリングポスト(本体)を示す｡

こヨ ニヨ

ー

靡急時に必要な場所に持ち運

び,放射線測定がで

きる可搬型モニタリン

ト グポストシステム20台

(移動車1台を含む｡)

を島根県から受注し,

納入した｡

〔主な特徴〕

(1)小型〔幅400×奥行き㌘5×高さ520(mm)〕･

軽量(約20kg)で持ち運びが容易

(2)専用バッデノの採用により,1回の充電で5日

間(連続)の使用が可能

(3)測定値とD-GPS(DifferentialGlobal

PositioningSystem)位置データを無線で親局

に送信し,リアルタイムでの監視が可能

(4)無線中継局の自動切換機能により,持ち運

ぶ場所を意識せずに測定が可能

(納入時期:2001年3月)

仙台市下水道両 生浄化センター
納め監視制 システム

南蒲生浄化センターの中央操作室

曹幽
台市の南蒲生浄化センターは,1964年に

下水処理を開始して以来,処理区域の

拡大と年々増加する流入水量への対応を図っ

ている｡今回,水処理施設の監視制御システム

を更新した｡

〔システムの主な特徴〕

(1)管理本館と各設備間に100Mビット/sの二

重化光伝送ループを採用した｡

(2)電気室のプロセスコントローラに液晶ディス

プレイを実装することにより,自設備の監視･操作

のほかに他設備の監視もできる構成とした｡

(3)ウェブサーバでの水処理と汚泥処理棟のプ

ラント監視を可能とした｡

(運用開始:2001年4月)

鹿

浄水場

取水場

島県工業用水

lCCX-2000

×5

魔レーザビーム
プリンタ×2

部納め監視制システム
児島県臨海工業用水は,二級河川永田

川を水源とし,鹿児島湾を臨む_t業地帯

プロセスオペレータズ瀬晶

コンソール×2 表示器×1

制御用LAN(ド∑-NetlOO)

取水場コントローラ

インテリジェント

計装変換器

DeviceNet*

ノ嶺または夢
有線接続箱×3 無線操作端末×1

×2

thernet

ICCX-2000

×11

液晶監視操作卓

コントロ【ラ×1

浄水場コントローラ

インテリジ工ント

計装変換器

eviceNeて

ノ侶

×4

Ethernet

無線基地局×1 有線接続箱×6 無線操作端末×1 無線基地局×3

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

監視制御システムの構成

に日量2万9,000m3を供給する工業用水道で

ある｡

今回,設備の老朽化に伴う更新工事で,最新

のインデノジュント機器を採用し,高度な自律分

散化を図った監視制御システムを納入した｡

〔システムの主な特徴〕

(1)制御,計測,操作などの各機能をインテリジェ

ント化した高集積制御盤"ICCX-2(椒)''と計装変換

器の採用により,高度な自律分散化を実現した｡

(2)無線通信(周波数拡散方式)による操作端

末の採用により,従来の現場操作盤を不要とした｡

(3)電気室に設置したコントローラの故障に際

しては,無線操作端末を有線接続箱に接続す

ることにより,現場単独操作を可能にした｡

(新システムの運用開始予定時期:2002年1月)

】$7



大阪市都市環境局弁天抽水所納め
監視制御システム

パソコン

ファイルサーバ m□

[コ プリンタ×3

亡] [コ

制御LAN(け∑NetlOO)

[コ CRT監視装置

コントローラ

(二重化)

竺∪■‖
』

シーケンワ■×5

[亘蚕室車重□

コントローラ

(二重化)

シーケンサ×5

貯留水･送水

汚水ポンプ

弁天抽水所システムの構成

匝]

OD【

コントローラ

(二重化)

≡山■■■[三シーケンサ×5

コントローラ

(二重化)

L至≡〟

テレメータ

[垂転堅司 [麺喝

尭阪市都市環境局弁天抽水所は,雨水ポンプを代表とする各設備と猫間川抽水所

を遠方監視制御するポンプ場である｡今回,監

視設備の更新に伴い,信頼性および監視操作

性の向上を目的として,CRT監視制御システム

を納入した｡

〔システムの主な特徴〕

(1)中央にCRT監視装置,ファイルサーバを,

各設備に二重化プロセスコントローラをそれぞれ

配置し,高信頼性と処理性能の向上を図った｡

(2)運転支援装置の導入により,幹線の流人流

量と水位予測,雨水ポンプなどの運転ガイダンス

を現地実証中

(運用開始時期:2001年8月)

神奈川県内広域水道企業団納め
相模原ポンプ場監視制御システム

｢‾画`忘忘忘㌃■‾一｢l

[コ

テレメータ

[垂垂直二]cRT監視装置
[コ 亡]

軒+御+AN

ODリンク

受変電

シーケンサ

受変電用

分散制御装置

MCS

DeviceNet
≡×3

導水ポンプ用
分散制御装置

ODリンク

導水ポンプ
シーケンサ

コンパクト

セルビウス

DeviceNet

MCS

MCC

注:略喜吾説明

MCS〔複合型保護継電器(lCU)搭載の高圧盤〕.MCC〔スモールマルチコントローラ(SMC)壬吾載のコントロールセンタ〕

相模原ポンプ場システムの構成

番目
槙原ポンプ場は,4,600kⅥrx4台のポン

プで相模垢浄水場へ導水している設備で

ある｡平成11年度から3年の計画で進められて

いるこのポンプ場の電気設備の更新を実施した｡

〔システムの特徴〕

(1)シングルモード光ファイバを用いることにより,

浄水場とポンプ場の制御LANを同一階層とした｡

(2)制御系の構築では,高圧盤,コントロールセ

ンタ,現場盤などに複合型保護継電器,スモー

ルマルチコントローラ,シーケンサを搭載し,デバ

イスネットで接続した｡

(3)コンパクトセルビウス装置では,最大級の

4,600kWを納入した｡

(工事完了予定時期:2002年3月)

名古屋市上下水道局春日井浄水場
納め監視制御システム

テレメータ

コントローラ

水処理

系統図

カラープリンタ 磁気ディスク

ライブラリ [コ ⊂]
帳票管理

システム

情報LAN2

蓉日井浄水場は,給水能力59万レdの処理能力を持つ名古屋市最大規模の浄水場

亡] CRT監視装置
ファイル

サーバ プr+ンタ×2

情報しANl

コントローラ

(二重化)

)戸遇池 PAC･苛性

硫酸ハンド

変電所 分水･揚水 発電所 送配水 次亜塩

本館受電 高沈 き竜

春日井浄水場監視制御システムの構成

である｡ここの既設監視制御設備を最新のディジ

タルシステムに更新した｡

〔主な特徴〕

(1)プロセス制御卓4子丁,大型グラフィックパネ

ル,ファイルサーバ,プロセス制御ステーションに

より,浄水場全体の集中監視･制御･情報管理を

実現

(2)プロセス制御は二重系として各現場に分散

設置することにより,信頼性･保守性を向上

(運用開始:2001年4月)
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珍芸漂宗諾諾三笠翳警≡諾
-タとして,車両から信号,変電,輸送管理,情報サービスまで,幅広いトータルソリューションの提供を日
指している｡

東日本旅客鉄道株式会社納め
E257系特急屯車

監257系特急電車は,中央線183系｢あずさ+と｢かいじ+の老朽化置き換え用として計画

されたもので,日立製作所が開発したAlrain

技術〔アルミダブルスキン構体,FSW(摩擦かく

乗日

E257系特急電車

E257系電車は,2001年12月

から中央本線に新型特急｢あず

さ+として営業投入されている｡
∨〆〆ノ

頒済
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幹はん接合),モジュールぎ装〕をベースに設計され

ている｡

中央本線は山岳地帯を走ることから,耐寒･

耐雪はもちろんのこと,連続した小曲線やこう配,

さらに狭小トンネルに対する対策も考慮されてい

る｡基本編成9両と付属編成2両で構成し,11

両または9両編成で運用される｡

主回路システムには,IGBT(Insulated Gate

Bipolar Transistor)素子を使った2レベルイン

バータ装置(4個モータ制御×2群および1群の2

タイプ)を採用している｡ブレーキシステムにはブ

レーキチョッパとブレーキ抵抗器を採用し,ブレン

ディング制御によって省エネルギーを図るとともに,

ブレーキライニングの磨耗量低減を考慮している｡

空調装置は床■Fにぎ装し,低重心化による曲線

通過時の走行安全性向上を図っている｡また,

客室内の冷風吐出し口を荷棚先端に設けること

によって冷風の循環効率を高め,温度分布の均

一を図った新しい空調システムを採用している｡

E257系は,これらのさまざまな新しい技術を取り

込むことにより,車内環境の改善と乗り心地向上

を実現した新型特急電車である｡

(納人時期:2001年5月)

九州旅客鉄道株式会社納め817系通

窃

九州旅客鉄道株式会社納め

817系電車

817系電車は,2001年10月電

化完成の福北ゆたか繰を中心

に,鹿児島本線と長崎本線で運

用されている｡

電車
17系通勤電車では,815系電車に引き続

き,21世紀の鉄道車両に対するニーズに

こたえる"A-train(次世代アルミ車両システム)''

｢て華子撃■匂嘩
プノ

軒l軒l看て

を採用した｡2001年10月に電化完成した福北

ゆたか線(旧筑豊･篠栗)を中心に鹿児島本線と

長崎本線で運行されているコミュータ(通勤･通

学)トレインである｡

車両には815系と同様のFSW(摩擦かくはん

接合)による高精度アルミダブルスキン構体を採

用し,座席は難燃性合板とレザー張りのクロス

(方向)転換シートとし,出人り口には跳ね上げ式

の座席を設置した｡

電気品としては,815系と同様に,IGBT素子

を採用した主変換装置,主変圧器,主電動機

を搭載している｡

(納入時期:2001年9月)
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埼玉高速鉄道株式会社納め
鉄道トータルシステム

運行管理システムの構成

中央装置と連動装置を直接接

続したコンパクトな運行管理シ

ステムとしている｡

中央処理装置

"MCS2100【

タイヤ作成装置サーバ装置

園

室鞄鞄喝岳東
ヒューマンインタフェースCR

亡] [コ

運行表示盤

表示制征装置

営団南北線

運行管理装置
通信制御装置

電力管理システム

設備管理システム

列車無禄装置

基地PRC装置

寒地運動装置

総合伝送路

[コ

運行状況モニタ

[コ

旅害案内装置 漸ラ状況モニタ

旅客案内装置

連動装置

固 回
注二略語説明 PRC(ProgrammedRouteControl)

豊萄
玉高速鉄道は,2001年3月に開業した,

小規模な新規路線である｡この路線の鉄

道業務の自動化･効率化･旅客サービス向上を

目的とする,運行管理･電力管理･設備管理･旅

客案内などから成る鉄道トータルシステムを埼玉

高速鉄道株式会社に納入した｡ホーム柵を設置

し,運行はワンマン運転である｡

〔主な特徴〕

(1)CPUにRISCマイコンを採用した,コンパク

トな運行管理システム(中央集中型二重系)

(2)中央処理装置と連動装置を伝送路で直接

接続した,CTC(列車集中制御装置)機能組込

み型の運行管理システム

(3)運行管理と一体構成の旅客案内装置

東日本旅客鉄道株式会社納め
301形電子連動装置

システム端末

連動系

進路掛+御系

踏切鞘+御論理部

[コ 現場機器
モニタ

S･LAN

膚農
301形電宇運動装置の

ATS-S

[二重垂至コ叶==¶ 常

注:略語説明

S-LAN(SignaトLocal

A｢e∈】Network)

ATS-S(Aoutomatic

T｢ainStop-SType)

ATS-P(Automatic

T椅inStDP-PType)

現場機器
制御論理部

現場機器制御論理部をネットワーク接続し,現場機器を直接制御する｡現

構成 l場機器モニタで状態を監視し,RAS情報を取得する｡

悟号機や転てつ器などの現場機器を直接制御できる301形電子連動装置を東日本旅

客鉄道株式会社に納入した｡この装置では,現

場機器に対応した制御条件をユーザーにわかり

やすい制御表の形で記載し,これらを直接人力

することにより,従来の結線イメージを廃止した｡

汎用計算機の使用でRAS(Reliability,

Availability,Serviceability)情報のきめ細か

な取得が可能となり,保守性を向上させたほか,

現場機器の直接制御により,制御の応答性を向

上させた｡

現場機器制御論理部でATS(Automatic

Train Stop)制御論理を実現しているほか,構

内踏切制御機能などを持たせることにより,機能

の向上を図った｡(運用開始時期:2001年7月)

東日本旅客鉄道株式会社納め
COSMOS･SCADA

COSMOS-SCADAの

システム構成

中央指令から監視･制御を直接

行う新しいシステムである｡

r[コl〔コl[コl⊂]l[コ【⊂]
ーれ左l-‾｢も‾‾｢a

‾‾｢ム‾｢】=コ乙′指令卓

‾‾‾l‾ lll

′■`■■‾`■■■■■■■■‾■■■■■■■■■■■■■‾

l::コ⊂コ⊂コ⊂:コ

中央計算機

⊂⊃lコEコ

l東北情報

l処理装置 恕芸 渕m
l l 長野情報

:遠鷲㌘局
l

l

王中央指令へ
】 l

､簡御子局装置 ノ 中央指令
変電所俸トー -一一･ (盛岡.仙台,高崎.新潟)

済OSMOS-SCADA(ComputerizedSafetyMaintenance and Operation Systems-

Supervisory Controland Data Acquisition

br
shinkansen)は,東北･上越新幹線の変電

所などの電力系統の新しい監視･制御システム

である｡

〔主な特徴〕

(1)従来の地区指令機能を中央に集約し,中

央指令から監視･制御を直接行う方式とした｡

(2)従来の現地盤で実施していた自動連動機

能の大部分を中央システムで行うことにした｡

日立製作所は,中央システムと遠隔制御装置

の開発を担当した｡現在,5区間に分けられた

工区を順次更新中であり,第1工区に加えて第

2工区分も運用を開始した｡

(第2工区分運用開始:2001年11月)

7田r



ぺチタナ･ニスカレ｢ター
､′芋1鞠

馳が国における急速な高齢化の進展や身体障害者の社会参加の確保などのニーズに合わせて,生活空間のバリアフリー化が進められている｡日立製作所は,斬殺建物への地球環境に対応した昇降機の提供は

もとより,既存の公共施設や建物への,｢省スペース+や｢短工期+などの設置のしやすさに配慮した昇降機を製

品化した｡また,ハイクオリテイ,セキュリティなどの新時代の要請にも積極的に対応している｡

現地工期を
昇降路一体

昇降路一体型エレベーター

の設置までの流れ

昇降路一体型エレベーターの製

作,搬送,立設の流れを示す｡

縮した
エレベーター

エ場内で⊥体製作

レベーター組み込

___外壁はり ___

出荷･搬;芸

(わ

現地で立設

基礎施工

適職鞄

昇降跨製作

0
0

電源と

攣校など既存の建物や歩道橋への設置を容易にする,業界で初めての自立タイプ

の昇降路一体型エレベーター｢パブリックエース+

と,鉄道駅のプラットホームへの設置に適した同

型エレベーター｢ステーションエース+を発売した｡

工場内でエレベーターと昇降路を一体で製作

し,現地まで搬送して外付けすることにより,現

地での据付け工事期間を当社従来機比で2か

月程度短縮した｡

｢パブリックエース+では,構造形式に自立鉄

塔方式を採用したことにより,既存建物に荷重負

担をかけることがない｡このため,既存建物の強

度の見直しや構造補強などが不要となり,エレ

ベーター設置に伴う障害を大幅に低減した｡

〔主な仕様〕

パブリックエース:定員11人,速度45m/min

ステーションエース:定員9人,速度45m/min

(発売時期:2001年8月)

全体設置 を 縮した
省スペース エスカレーター

省スペース型エスカレーター

ステップ幅はそのままで,全体

設置幅を短縮した省スペース型

エスカレーター｢1200EXスリム

タイプ+

済000年11月施行の｢高齢者,身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑

化の促進に関する法律+では,既存の施設に対

してもバリアフリー化の努力義務を課していること

から,特に最近は,バリアフリー化と旅客サービス

の向上を目的として,鉄道駅の既存の階段部分

にエスカレークーを設置するケースが増えている｡

このため,限られた階段幅のスペースに効率よく

エスカレークーを設置するニーズが高まっている｡

省スペース型エスカレーターでは,利用者が立

つステップ幅を従来どおりとしたまま,エスカレー

ターの全体設置幅を当社従来機比で約15%

(220mm)短縮した｡設置スペースに制約の多

い既存の旅客施設や,限られたスペースを効率

よく活用して売り場面積を確保したいというニー

ズがある商業施設に適している｡

(発売時期:2001年6月)
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セルリアンタワー納めの
超高速エレベーター

超高層複合ビルセルリアン

タワー

かご内装では,建屋外観とホテ

ル内装に調和するように,不燃木

と大理石を採用した｡

セルリアンタワーの外観 エレベーターかご内

廉京の渋谷に,地下6階,地上41階のハイクオリティ超高層複合ビルとして完成した

セルリアンタワーの高層部のホテル用に,

300m/minの超高速インバータエレベーター6台

ほかを納入した｡

エレベーターのかご内装には不燃木を採用し,

落ち着いた空間を演出している｡ドアについて

は,ロビー階ではステンレスパイプレーションカラ

ーグけ仕上げで重厚感を,客室階ではレリー

フ塗装によって凹凸を表現し,立体感を醸し出

している｡また,カードリーダを用いて高セキュリ

ティ管理を行っている｡

(納入時期:2001年5月)

テーマパーク｢ユニバーサル･スタジオ･ジャパンTM+を
支えるセキュリティシステム

ユニバーサル･スタジオ･ジ

ャパンTM納めセキュリティ
システム

賢覧三吉だ妄詔妄書写三･･､乙撃
トなどを監視制御している｡

ら-≠..濾て毒′努
叫‾∨■仙･叫り叫叫--恥

UniversalStudiosJapanTM&UniversalStudios

AllrightsreservedCROl-4191

栄国ユニバーサルスタジオは,ハリウッドとフロリダに次いで,初の米国外進出となる

｢ユニバーサル･スタジオ･ジャパン川+を2001年3

月に大阪市此花区にオープンした｡

日立製作所は,セキュリティシステムを担当し,

スタッフエリアへの出入りに関して従業員カード

を用いたカードノーダによる管理と,パーク内の監

視用として要所に監視カメラを設置し,来場者に

対する安全の確保を図るシステムを納入した｡

工場から現地へ,エスカレーター
｢完成品撒人工法+の新展開

だこり‾叫恥ち /姦≦

エスカレーターの完成品搬入

72J

＼

工場で完成品に組み立て,上部(左)と下部(右)に分割して搬入する｡

般に全長が15m,総質量が10tほどの
磯野

大型構造品であるエスカレータ一につい

ては,製造工場で構成部品を製作した後,設置

されるビルの中で組み立てるのが普通である｡

ここ数年,日立製作所は,製造工場で最終姿

まで作り込んで完成品とし,大型重機でビル内

に直積搬入する｢完成品搬入工法+を確立して

現地作業の短工期化と高精度化を因ってきた｡

今回,製造工場で完成品とした後,全体を2,

3分割することによって道路輸送やビル内搬入

に際して小回りのきく新工法を開発し,国内外

向けに全面的な展開を開始した｡

(発表開始時期:2001年9月)



機械室レスエレベーターの
リニュlアル展開

リ=ユーアル前(左)と飴

(右)のエレベーター出入り

口と乗りかご

出入り口意匠をステンレスヘ

アラインに更新した｡乗りか

ごはステンレス製2段荷摺を

採用し,清潔感のある意匠と

している｡ 賢遜

戸手

吋

f虚i

薗スペースや省エネルギーなどの特徴を持つ機械室レスエレベーター｢アーバンエー

ス+は,低ヰ速(45～105m/min)領域での日

立製作所の主流機種になっている｡この機械室

レスエレベーターの技術を応用し,既設油圧式

エレベーターを機械室レスエレベーターにリニュ

ーアルする方式を確立した｡

〔主な特徴〕

(1)永久磁石同期モータを採用することにより,

従来の当社製油庄式エレベーター比で消費電

力を約80%低減

(2)従来の機械室を倉庫などに活用することが

できる｡

(3)抽臭がない｡

北京･中国銀行本店納めの

エレベーター(46台)

中国銀行本店外観(石)と

乗用エレベーター(左)

出入り口はステンレス鏡面の

むく材,乗りかご内装は2牧

童ねラミネートガラスの,重

厚かつ豪華な意匠のエレベー

ターである｡

筋 (ぅ

済001年5月にオープンした中国銀行本店(北京市長安街沿い)に,速度150m/min

の最新型インバーター制御高速エレベーター30

台を含むエレベーター46台を一括納入した｡

この中国銀行本店ビルは,中華人民共和国

建国50周年を記念して建設されたもので,地上

15階,地下4階,総床面積17万m2の大規模ビ

ルである｡建築と内装の設計は世界的に著名な

米国の建築設計家によるざん新なもので,風水

の思想が取り入れられている｡乗用エレベータ

ーの出入り口(三方枠)にはステンレス鏡面のむ

く材を,乗りかご内装には2牧童ねのラミネートガ

ラスをそれぞれ使用し,重厚かつ豪華な意匠と

している｡

ウェブペースエンジニアリング
｢インターネット作図サービス+

インターネット作図サービ

スの概要

顧客の昇降機プランニングの

ときに必要なエンジニアリン

グ情報をインターネットで提

供する｡

顧客 ホームページ会員サイト

1昇降賂寸法嶺討
シンボル検索

桑島
シンボルダウンロード

2.設計図作成
インタ｢ネット

作図申し込み

図面提供

CADシンボル提供サービス

据付け検討作図サービス

田降機のプラニング時に必要とされるエンジ

蓼酢ニアリング情報を24時間対応で迅速に提
供できるウェブシステムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)CADシンボル提供サービス

昇降機の占有寸法をウェブサイトからCADデ

ータとしてダウンロードできるので,顧客は昇降路

寸法を容易に検討することができる｡

(2)据付け検討図作図サービス

顧客の建築図データをウェブサイトを通じて受

け取り,昇降機計画図データを提供する｡

(サービス開始時期:2001年5月)
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科学･バイオテクノロジー

年,科学･バイオテクノロジー分野の目覚ましい進歩に合わせて,高機能化･操作性向上などへの顧

客二lズが強まっている｡特に,バイオテクノロジーの分野では,ポストゲノムと呼ばれるゲノミク

スからプロテオミクスヘの展開において,対応するシステム･製品の撞供が急務である｡このような流れ

の中で日立グループは,麻客の業務効率向上に寄与する高機能システムや使い勝手のよいシステムを開

発,提案している｡

SEMとEDXを み合わせた
インテグレーションシステム

｢SEM＋EDXインテグレ

ーションシステム+の外観

SEMとEDXを組み合わせて 準

観察と分析を同時に簡単操

作できる,コンパクトなインテ

グレーションシステムである｡

淋蔽～√､7′

顎l
息息

革

農具巌
JiJi

賢■押

導体や材料の分野では,SEM(走査電

子顕微鏡)とEDX(エネルギー拡散Ⅹ線

装置)を組み合わせて観察と分析を同時に使う

ケースが多くなっている｡従来,機能的に独立

した両者を組み合わせていたために,操作が煩

雑で,双方の機器に応じた操作上のノウハウの

蓄積が必要とされていた｡

日立製作所は,株式会社堀場製作所と0】血)rd

hstmments社との共同で,｢だれでも,簡単な操

作で,すばやく,鮮明なSEM観察と正確なEDX

分析ができること+を目的として,｢SEM＋EDXイ

ンテグレーションシステム+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)コンパクト設計

モニタを並べてEDXの制御部を専用ラックに

収納することにより,設置スペースを縮小

(2)インテグレーションによる一体操作

パソコン間のマウス･キーボード共用機能や

Ethernet通信により,SEMを観察しながら主要

な分析を簡単に統合処理できるようにした｡

SEM条件とEDX条件を一括してレシピに保存,

呼出しができる分析レシピ機能も開発し,初心

者でも容易に分析処理まで行えるようにした｡

(3)SEMとEDXの高性能と高機能を継承

SEM部では,高性能のレンズ系の搭載によ

り,分析条件でも鮮明な画像を取得することが

できる｡また,EDX部では,実績のある株式会

社堀場製作所の"EMAX ENERGY''*を搭載

し,高機能な分析をサポートしている｡

(株式会社日立ハイテクノロジーズ)

(発売時期:2001年1月)

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照

亀子顕微鏡用試料作

単

を高速化する集束イオンビーム装置
導体プロセス開発や新素材開発で多用

される,電子顕微鏡の薄膜試料作製を

らノー､. -･■護

単!三ぺ･三

高速処理する装置として,加工速度を当社従

来機比で2倍に速めた集束イオンビーム装置

``FB-2100''を開発した｡

二〆

FB-2100の外観(左)と試料から持出したマイクロサンプル(石)

741

〔主な特徴〕

(1)高速加工

低球面収差光学系の採用と加速電圧40kV

化により,最大ビーム電流30nAを実現

(2)マイクロサンプリング

バルク試料から10Llmレベルの微小サンプル

を直接摘出し,それをメッシュに固定して薄膜化

できる特別付属品を用意

(3)ピンポイント加工

電子顕微鏡との共用試料ホルダによって試料

の再加工が高精度で行え,目的部位の薄膜化

が容易

(株式会社日立ハイテクノロジーズ)

(発売時期:2001年12月)



糖転移酵素を利用した
糖鎖自動合成装置

糖鎖自動合成装置の外観

固定化酵素カラムと分離カ

ラム,および汎用の液体クロ

マトグラフ(PC含む｡)と各種

バルブを組み合わせたシステ

ムである｡
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遠革

梱胞内の複合糖質は,情報伝達や細胞間の識別(例えば,ウイルスやがん細胞の認

識)といった重要な役割を果たしており,その機

能解明は,ポストゲノムの一つに位置づけられ

ている｡

｢グリコクラスター制御生体分子合成技術の

研究開発+のプロジェクトリーダーである北海道

大学人学院理学研究科の西村紳一郎教授の

指導の下に,東洋紡績株式会社と共同で,糖

鎖自動合成装置を世界に先駆けて開発した｡

ポリアグルアミドを基盤にした水溶性高分子(プ

ライマー)と糖ヌクレオチドを,固定化糖転移酵

素カラムで反応させた後,分離精製し,次の反

応過程に移行する｡これを,種々の糖ヌクレオ

チドと固定化糖転移酵素カラムを組み合わせて

連続的に行うことにより,多様な糖鎖を効率よく

自動合成できるのが特徴である｡

今後,複合糖質の機能解明に向けての研究

促進に役立つものと期待されている｡

(株式会社日立ハイテクノロジーズ)

(発表時期:2001年7月)

環境中の爽雑物から微量成分を高
"GC/3DQMSHシステム

M･9000Pro形`GC/3DqMS'

システムの外坑

M-9000Pro形は,G-

7000M形ガスクロマトグ

ラフ,Al-7100形SPMEイ

ンジェクタ,およびデータ

処理装置で構成している｡

G【7000M形
カスクロマトクラブ

Aト7100形
SPMEインジ工クタ

データ処理装置

注:略語説明

SPME(S01id PhaseMicroExtr∂Ction

困相マイクロ抽出)

近年,環境中に長期間残留し,人体に悪影響を及ぼすと考えられているダイオキシ

ン類やPC捌こ代表される有害化学物質の削減

への取り組みに社会的関心が高まっている｡こ

れらの有機化学物質の分析には,試料をガス

化して単一成分に分離するガスクロマトグラフ

(GC)と,分離された各成分をイオン化して検出

で検出する

する質量分析計(MS)を組み合わせだGC/MS''

が用いられている｡

このたび,爽(きょう)雑物中から微量成分を

選択する能力を向上させたM-9000Pro形

"GC/3DQMS”システムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)特定イオンの検出を行った後,そのイオンを

壊して検出するMS/MS機能の搭載により,爽

雑イオンの除去や物質の構造解析に威力を発揮

(2)最新のイオン軌道解析技術により,極微量

成分(10‾15gオーダー)の定性･定量同時分析を

実現

(3)独自の特定イオン選択技術(マルチナヤネ

ルFNF刺)により,ダイナミックレンジを拡大

(株式会社H立ハイテクノロジーズ)

(発売時期:2001年12月)

※)FNFは,Filtered Noise Fieldの略で,不要なイオンを

除去するか,または,必要なイオンを残す機能
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ゲノム創薬の研究開発を支援する
カスタムデータベース構築システム
｢BistroBioサービス+

｢Bi5trロBioサービス+の

概要

必要なアノテーション情報をリ

アルタイムに参照することがで

きるカスタムデータベースがか

ぎとなる｡

リソースデータベース

(DNA情報.遺伝子情報.疾患情覿.
実験データほか)

インハウスデータベース

(顧客の独自データ)

公共データベース 商用

(一般公開データ)

要件::∴ 計算機処理
(フロー

定義)

カスタム

データベ▼ス

専用ピュア

データベース

ツール

･公共ツール

●商用ツール
･インハウスツール
(ホモロジー検索ツール

転写領域予測ツール

ほか)

筋ノム創薬では,ヒトヤマウスなど生物種にかかわるDNA(デオキシリボ核酸)情報や

遺伝子情報のほか,疾患情報,文献情報,特

許情報など,大量のデータが必要とされる｡しか

し,その膨大な情報が多くのデータベースにまた

がって格納されているので,研究者が,必要な

情報を,必要なときに,必要な形で取り出すこと

が困難な状況となっている｡

｢BistroBioサービス+では,顧客のニーズに特

化した情報取得のフローを,要件として定義す

る｡この要件に従い,各種リソースデータベース

に対して,ホモロジー検索やリンク追跡などを行

い,一つのカスタムデータベースを構築し,定期

的に更新を行う｡研究者は,専用ピュアを使って

カスタムデータベースを参照する｡これにより,必

要な情報をリアルタイムで取り出すことが可能と

なり,ゲノム創薬にかかわる研究開発の効率を

向上させることができる｡

(サービス開始時期:2001年6月)

MassARRAYによる大規模
SNPタイピングサービス

隠トの遺伝子は約30億個のDNA(デオキシリボ核酸)塩基対で構成している｡その

ゲノムデータベース

SNPデータベース

日立製作所
ライフサイエンス

推進等業郡

7$】

候補遺伝子情報

解析デザイン

MassARRAYSNPタイピング

統計解析

遺伝学解析

倫理委員会

検体DNA

臨床データ

相隣解析結果
(有意SNP同定)

諾タイピングサービスのl苧芳芸認諾SNPの同定まで･多型解析プロセス全体を

0.1%程度が個々人で異なっており,これを｢遺伝

子多型+と言う｡中でもSNP(SingleNucleotide

Polymorphism)と呼ばれる一塩基多型は,ただ

一つのDNA配列が変化することで遺伝子の質

的･量的変化を引き起こす場合があり,現在,世

界中で解析が進められている｡

日立製作所は,このSNPが各個人でどの遺

伝子型であるかを判定するタイピングサービスを,

米国Sequenom社と提携,導入したMass-

ARRAYシステム*を用いて展開している｡Mass-

ARRAYは,質量分析技術を利用した,きわめ

て高精度なSNP計測システムである｡このシステ

ムと分子生物学の知識,およびITを組み合わせ

ることにより,質の高い解析サービスを提供する

ことができる｡薬の副作用に関連する遺伝子や,

疾病の原因,薬剤のターデブトとなる遺伝子につ

いて大規模にSNP解析を行うことにより,個々人

の体質や病気の状況に合わせた,｢テーラーメ

ード医療+を実現することができる｡

(サービス開始時期:2001年2月)

注:*は｢他社登録商標など+(158ページ)を参照



矛ム

意連な少子･高齢化,医療費の適正化,医療技術の進歩,国民の意識の変化など,医療を取り巻く環境は大きく変化している｡日立グループは,各社のさまぎまな技術を生かし,賞の高い効率的な,国

民の安心のための医療に寄与するシステムを提案している｡電子カルテを中心とした地域医療情報ネッ

トワーク,行政の電子化に対応した保健･医療･福祉サービス,高画賛･高機能を駆使した医用画像機器

など,新しい医療サービス価値の創出を追求している｡

垂直磁 方式超電導オープンMRl

超

0.7T起電専MRlシステム

"Aト【aire”の外観

独自の後方2本柱オープンデザ

インにより,超電導MRl装置の

開放性を実現した｡

電導磁石を用いたMRI(磁気共鳴撮像)

装置は,高い磁場強度と均一匿によって

高画質,高機能という特徴を持ち,広く普及して

きた｡しかし,被検者が狭くて長いトンネル状の

ガントリーに人らなければ検査を受けられないと

いう課題がある｡そのため,被検者に優しい検

査環境と高画質,高機能を併せ持ち,将来の拡

張にも対応できるオープン構造の高磁場超電導

MRI装置``Altaire(アルテイア)”を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)0.7T垂直磁場方式の超電導磁石により,

従来の1.OT水平磁場装置以上のSN比を達成

(2)オープンガントリーにより,被検者には優しく,

オペレークには高いアクセス性を実現

(3)閉磁路構造により,漏えい磁場の広がり

を抑制

(4)高機能アプリケーションをサポートする高強

度の傾斜磁場を装備

(株式会社日立メディコ)(発売時期:2001年10月)

全脳対応
ディジタル光トポグラフイ装

腰済

全脳対応ディジタル光トポプ

ラフィ装置打ET6-7000”

ディジタル化による高集積度化

により,ポータビリティを維持し

つつ,全脳域の轢能計測を可

能とした｡

血流変化をダイナミックに計測することが

できる光トポグラフイ装置では,脳機能研

究から脳疾患診断へとその利用が広まっている｡

これに呼応して,検出チャネル数が従来の5倍

の120チャネルで成人脳のほぼ全域の同時計測

が可能な全脳対応ディジタル光トポグラフイ装置

"ETG-7000”を開発した｡

この開発では,計測回路の全ディジタル化も進

め,計測配置の自由度向上と回路の小型化を

達成し,光トポグラフイ装置の特徴である機動性

と簡易性を維持しながら計測領域を拡人した｡

今後は,三次元表示機能を含む脳機能解析ソ

フトウェアを充実させ,一般臨床医でも容易に脳

機能を計測し,臨床に利用できる環境を掟供し

ていく｡

この装置の全脳化により,複数機能が関与す

る高度な脳活動の研究,全脳的な観点からの

小児発達研究,さらに,精神科領域などへの光

トポグラフイの通用が期待できる｡

(株式会社日立メディコ)

(発売予定時期:2002年3月)
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保健･医療･福祉統合

/ノ｢健康日本2り■■･､
ユ の推進 √ノ

他自治体＼､-1

碧
自治体置

ゝ行政分野

･鮨鉢l■看鮒緋陵

萄保健頒

芸霊笠芸哲理保馳ンター

･母子.成人保健

･予防接種情報

愚醜
･介護研修情報の萱鼠参照

･介観器.用品情報の登録参照

システムの構築と電子行政への対応

菅菅
政施策に対するニーズが複

雑化する中で,生涯にわた

慮≒蓼鳶≧柵篭

地域中核病院妻

･病院一病院藤

地域振興

･生涯にわたる保凰医療,
福祉.介護情報の一元管理

･病院+要療j
･電子カルテ

･症例データベース

手術映像

…■C力一ドぎ
堰那報の共有

L_｢__ノ による相互連携

など

機能㌔

医療分野

蒜冠

･1+アルタイム動画.ハイ
ビジョン.高品質音声によ

る遠隔カンファレンス

車車住民鮎ケアDB:諾丁雷誤情報
住民美本総合医療保健情報および健康情報の参照

場合的保健情報闘D巳 DB DB

に基づく健康施

策の提供 福祉情報

蒜蒜嗣

:蒜蒜欝 鯛提供
■ノほ声悦百万,

DB

雲.ヶァプラ三鷹塾
サービス予実績情報の登録

:三吉空こ烈賢者録:芥霊冨芸濃
指導闘の参照

･利用情報の参照

福祉分野濡冨喜芸芸茎芸

特別責苦老人ホー

･病院一診療所連携

･日々の健康管理

･在宅での健康相談僅体儲鮎ご
:＋ ヲ

捷者憐;;
＼･-･･･一山ノ:ニー

■
一

盛転′′加､者線由
光ファイ州ヒノ

､､+
r‾‾】

:蓋冠霞雷雲空言孟テム在宅
ケアハウス

･利用者情報

･入居者サービス管理

･各種健康相談

･緊急時の対応

･栄養l献立管理

･各種健尉目談

竺警慧設㌶ケア儲シl霊芝器量諾否詰㌘こ諾聞達携による住民情報の統合管那より･健康で

る健康の維持･増進を目的とした住

民福祉施策が求められている｡その

ため,情報システムの活用によって

保健･医療･福祉分野問のシームレ

スな行政サービスを効率的に提供

することが不可欠となっている｡

各種健診情報および健康管理情

報を活用した多角的な医療サービ

スは,保健と医療分野の連携によっ

て実現される｡また,医療と福祉分

野の連携により,病歴などの診療情

報に基づく総合的福祉サービスの

実施が可能となる｡さらに,福祉と

保健分野の連携により,各種健診

情報を福祉･介護サービスに取り入

れて,ケアプラン情報を用いた的確

な健康指導が実践できるようになる｡

日立製作所は,保健･医療･福祉

情報システムの構築により,行政電

子化に対応し,一貫した保健･医

療･福祉サービスを提供していく｡

ネットワーク 境に対応した
X線CTシステム

済

X線CTシステムご`pronto】'

の外観

CT臨床の効率を高めたスリッ

プリングCTに,ネットワーク環

境への対応機能を装備した｡

7爵

T(Computed Tomography)による臨

床での高スループットを追求したスリップリ

｢i許
吼

､､､､＼

ングCT装置"Pronto''を開発した｡高い基本性

能や院内パソコンへの画像転送など,医療施設

のネットワーク環境に対応している｡

〔主な特徴〕

(1)ワークステーション型コンソールを備えたコン

パクト設計

(2)1秒スキャン計測と1秒画像演算により,CT

撮影のスループットを向上

(3)撮影条件の人力にカラータッチパネルを採

用し,日本語表示グラフィックスと併せて操作性

を改善

(4)カラー3D(三次元)表示機能の標準搭載に

より,3D画像の作成条件の部位別プリセット機

能と,高速3D演算で実用3D診断を実現

(5)院内パソコンヘの画像転送により,CT画像

の院内利用をサポート

(株式会社日立メディコ)(発売時期:2001年3月)



く′ケ′タ■ク々L懐郷

亀子カルテを中心とした
地 保健医療福祉情報ネットワークシステム

市役所

CATV網

広域

消防組合

域療地医

健康診断惰

田
ICカード

情報提供

●掛かりつけ医

･薬歴､病歴

レプリカ

占邑品晶.⊆∋

ぷ1Jヨ.a且

晶8白昆

虫昆瓜a

済

y｡で瓜データ
T｢ペ=ス

ファイアウォール

匪垂夏]

健康相談情報

善錘
サ･-

疾病情報
投薬情報
臨床検査情報
健康診断情報
の一元管理

白石l且且

尽晶島尾

且且由良

田立製作所は,地域中核病院,地域医療機関,および各自治体を結んだ地域保健

医療福祉情報ネットワークシステムを構築した｡

このシステムでは,地域中核病院の診療情報,

医師会
地域医療機関の電子カルテ情報,各自治体で

･処方歴
●健言全結果

■健康相談情報
などを参照

地域住民 預

･医用画像･所見

サニす∴”寸言1機関

繭‾′
′

て=

臼
lCカード

l l検査結果･取り込み

国
+Cカード

検査依頼票 検査結果

検査センター

地域保健医療福祉情報ネッ

トワークシステムの仕組み

大学･地域中核病院

;主:

:ニ:"-′(現在の流れ)

○(開発予定)

地域保健･医療･福祉を結び,発生した情報を一元管理する｡

喝-

行われる健康診断情報をそれぞれの医療機関

の医師と患者の了解の下で安心して利用できる

データベース情報制御機構を構築するとともに,

情報技術を活用しながら住民主体の医療供給

体制の効率化を図ることを目的としている｡

〔主な特徴〕

(1)各地域医療機関に配備された,電子カルテ

を基本とする保健･医療･救急情報の連携機能

(2)異なる医療機関の情報を一元管理するた

めの共通ID機能

(3)診療情報と健診情報の統合管理機能

(4)電子かレテに付加された患者の紹介･逆紹

介機能

(システム稼動開始予定時期:2002年4月)

多目的X線
ディジタルイメージングシステム

済アームと起倒テーブルを組み合わせた,多目的Ⅹ線ディジタルイメージングシステム

``sF-VA2000''を開発した｡

浅£

｢三

SF･VA2000の外軌

Cアームと起倒テーブルの組合

せにより,さまざまな角度からの

透視･撮影を可能にした｡

多彩なⅠVR(InterventionalRadiology)手

技に対応するための各種機能を搭載し,医師の

支援と被検者の負担低減を囲った｡FPD(平面

検出器)への対応も可能である｡

〔主な特徴〕

(1)Ⅹ線管装置前面とⅠ.Ⅰ.(ImageIntensi丘er)

前面に静電容量方式の非接触センサを設け,被

検者とCアームの検出制御により,迅速かつ安

全な撮影のポジショニングを可能にした｡

(2)被検者の位置決めのため,テーブルを電動

アシストによって手動感覚で動かせる独自のパワ

ーアシスト機構を採用した｡

(3)Ⅹ線絞り機構に線質改善フィルタを内蔵さ

せることにより,高画質透視を可能とし,Ⅹ線被

ばくの低減を図った｡

(株式会社日立メディコ)(発売時期:2001年11月)
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福祉･

晋齢社会の到来を迎え,これに対応した社会基盤の整備や地域での支え合いの仕組み作りなど,今まで
開とは違う新しい取り組みが求められている｡日立グループは,グループの総合技術力を生かし,保健･

医療･福祉･介護などの分野で,情報連携とサービスの貿の向上を実現するシステム･機器の開発に取り組ん

でいる｡特に,経営的安定と介護の貿の向上を追求した接合情報システムや歩行訓練機などを提供している｡

介護スタツ7の記録業務支援を行う
｢介護スケジュール管理システム+

介護スケジュール管理シス

テムの構成

至誠キートスホームの介護スタ

ッフは,携帯情報端末を利用す

ることで,介護現場での記録作

業を容易かつ効率的に行って

いる｡

事務所 介護現場

基本情報

ケアプラン情報

r蒜

;..こ巳

施設管理

システム

事務員
が利用

介護スケジュールー
管理システム

介護スタッフ
が利用

電気錠管理･はいかい検知

｢､､､

､東京衰

ナースコール

介護実績入力

携静情報端末

肖を.′くじ

ナース

コール

介護現場での
記…録作業の様子

し+

-
-
-
-
-
-
-
-

はい机1検知

_ 恕表,′∴

ヽ

く誹､･!誌

凄豊会福祉法人至誠学舎立川｢至誠キートスホーム+は,介護スタッフの記録業務の効

率化を目的に,介護スケジュール管理システムを

導入した｡

このシステムは,介護に関する情報を携帯情

報端末を用いて介護現場で人力できるようにし

たもので,人力した結果をケアプランと対比する

こともできる｡また,施設管理システムと入所者基

本情報,およびケアプランに関する情報を連携さ

せる機能を持たせている｡

〔主な特徴〕

(1)従来の記録業務を時間比で30～50%程

度削減

(2)介護スケジュールと実額の突き合わせによっ

て｢介護忘れ+などを未然に防止

(3)介護情報の共有により,スタッフの意識の統

一化と介護水準の一定化

(4)必要な介護情報検索の効率化による迅速

な情報開示

介護保険関連総合サービスの運営･
経営管理を支援する総合情報システム

介確保険関連総合情報シス

テムの概要

複数事業所と本部をネットワー

クで結んで利用実績などのデ

ータを本部に収集し,経営管理
強化のための指標を作成する｡

本部

統合データベース管理･運用

･個人情報管理

･総合請求書発行

･データ検索

･経営支援データ作成

雪空軍書禁､､､一

重

･請求データ ■:

･実績データ｢二

病院

･統合データベース
管玉聖･運用

･統合データ検索

特別委護老人ホーム

覇●ケアプラン作成
■‾S･施設･適所介護
町･個人情報芭理

老人保健施設

琶･ケアプラン作成

右:悪賢占雷雲歪護

総合請求書 高齢者

支払い

レセプトデータ

支払い

専用線

･クループ内

･個人情報

+_エ7

総合

言責求書

国民健康保険団体

連合議義

吾在宅サービス

事業所

･ケアプラン作成

･施設･適所介護

･個人情報管理

尭原記念病院グループおよび三菱商事株式会社と共同で,複合医療法人での介護

保険関連総合サービスの運営･経営管理を支援

する総合情報システムを開発した｡

このシステムは,本部と各事業所間をネットワ

ークで結んで統合データベースを構築し,総合

請求書の発行や条件検索を行うものである｡

〔主な特徴〕

(1)請求書発行の一本化によるサービスの向上

(2)事業連骨上の効果:利用実績を一括して把

握することにより,1か所の窓口で利用者からの

問い合わせに対応が可能

(3)経営管理面での効果:各事業所の請求･未

収金の実績推移が案件ごとに把握できる｡

(納入時期:2000年12月)
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独り暮らしの高 著を見守る
｢生リズム情報解析システム+

生活リズム情報解析システ

ムの概要

高齢者の日々の生活状況や緊

急時の情報など,各機関が必要

とする情報が得られる｡

医療機関左

緊急時の
判断,評価

福祉センター

___-.+____空±!ゴ.:望ゴi
地象ト
j賢---島■【▼樹泰盛l

生活リズム情報解析システム

緊
急
出
動 トイレ;脱衣所;ふろ:■ 台所

居間

寝室

/ベッド

注: (マットセンサ)

小サイズおよび大サイズ

還

家族

問
い
.∠ゝ
[コ

≡還ン姦
･運動量

･異常警報

マット情報

鞄り暮らしの高齢者を対象に,異常や健康状態を本人に意識させずに把握すること

をねらいとした｢生活リズム情報解析システム+を

新エネルギー･産業技術稔合開発機構(NEDO)

の委託で開発し,岩手県水沢市の高齢者宅で

実証実験を行った｡

このシステムは,宅内の各所に抵抗感の少な

い厚さ3mm程度の薄型のマットセンサを置き,

このマットから得る情報から睡眠時間,手洗い回

数等の生活リズムや運動量などの｢生活活動度+

情報を作成し,この情報を基に長期的に健康状

態を把握するものである｡

〔主な特徴〕

(1)マットを使用することでプライバシーを確保し

つつ,連続的な生活活動度の情報を収集する

ことができる｡従来できなかった長期的な異常兆

候や体調不良の把握が可能

(2)マット通過方向の検知機能によってペットの

通過や軽い物の落下との識別を行い,誤報率を

低減

寝たきり予防のニーズにこたえる
歩行叶練機

歩行訓練機"PW-2”(左)と

"PW-10”(右)

2ベルト方式の歩行訓練機

で,身体を支える介助部は

PW-2が手動式,PW-10が電

動式である｡

滑護保険制度の施行とともに,一方では,｢寝たきりにしない+リハビリテーションや転

倒予防などの介護予防が注目されている｡

このニーズにこたえて,リハビリテーション用歩

行訓練機"pw-1''に改良を加えた,PW■-2とPW-

10を発売した｡いずれも,歩行部,介助部,お

よび映像部で構成している｡

これらの歩行訓練機は,｢2ベルト方式+を最大

■■■■■J

貞事
ふ一′

｢

L馴

の特徴にしている｡すなわち,片まひ者も歩行訓

練ができるように,左右のベルトを独立に速度制

御させることができる｡さらに,蹴(け)り力に追従

したベルト駆動を可能とした｡これらの歩行訓練

機は,3自治体施設,3老人保健施設,2病院で

使用されている｡

また,｢2ベルト方式+の特徴を生かした転倒予

防歩行訓練システム"PW-21”を,北里大学およ

び独立法人産業総合研究所と共同で2001年5

月に開発した｡地域高齢者に対するテストでシ

ステムの効果を実証している｡

′㌔



教育システム

革帯
革命の進展により,大学や企業では時間と場所を超えた遠隔教育･かラーニングの導入が不可欠

となつている｡日立グループは,自社内社員教育のノウハウを活用した企業用ケラーニングソリュー

ションや大学でのウェブ活用キャンパスソリューションなど,新しい教育システムの分野で,企業や学校の

さまざまな課題に対して,システム構築からサービスにわたる多彩なソリューションを捷奏している｡

◆di

l邑 教育システムソリューション

田立製作所は,ユーザーの利用目的やニーズなどに合わせて,以下のような遠隔教育

システムソリューションを提供している｡

(1)教室間遠隔教育システム

遠隔地間を高速ネットワークで接続するシステ

ムで,高画質の映像の伝送により,大型のディ

スプレイでも高品質で滑らかな映像を表示するこ

とができる｡

(2)テレビ会議システム

遠隔地間をISDN回線やLANで結び,テレビ

会議システムを利用して遠隔教育を実現する｡

(3)オンライン講義配信システム

LANやインターネットなど,比較的低速のネット

ワークに対応したシステムで,パソコン上の汎用

ブラウザでの視聴が可能である｡

(4)wBT(Web-BasedTraining)

ネットワークを介して行う自己学習システム

(5)VOD(VideoonDemand)

VODシステムにより,蓄積した講義映像を受

講者の要求に応じて配信する｡

これらのシステムに加え,新たに以下の二つの

アプリケーションを開発した｡

(6)コンテンツ自動生成アプリケーション

通常行われている講義からコンテンツを自動的

に作成することにより,コンテンツ作成の負荷を大

幅に軽減することができる｡

(7)資料連携表示アプリケーション

講師が講義資料をめくるタイミングに合わせて

受講生側の資料も連携して表示することにより,

講師と受講者とのインタラクティプ(対話型)コミュ

ニケーションを実現し,教育効果を高めることが

できる｡

今後,これらのアプリケーションに加え,受講者

の管理を行う機能や,受講者と講師とのインタラ

クティプ性をさらに高めるための機能などの開発

を行い,こトーザーの視点に立ったシステムソリュー

ションの提供を目指している｡

遠隔教育システムのイメージ

ネットワークを活用した遠隔教

育システムにより,遠隔地の講

義を,いつでも,どこでも,時間

的･空間的制約を遇えて受講す

ることができる｡

講師側教室

オンデマンド

遠隔教育システム

$21

m越 資料連携表示

アプリケーション

話語三芳成芸冒岩
映像･教材

蓄積･配信装置

オンデマンド配信

磁
受講生側教室

一句

,買‡叩

モ ー

嵐

｢過

リアルタイム型

遠隔教育システム

磯

芸風三
受講生パソコン…

資料連携表示アプリケーションを

利用した受講生パソコン画面

コンテンツ自動生成アプリ

ケーションによって生成した
コンテンツ画面

受講生パソコン
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国際標準規格に準 した

e･ラーニングプラットフォーム

恩師孟忘芸孟忘㌶芸芸芸
ンツの作成から実行,学習者の履歴管理までを

一貫して実現する以下の三つのシステムで構成

している｡

(1)教材作成システム

国際標準規格に準拠したe-ラーニングコンテン

ツを,ワープロ感覚で作成することができる｡

HIPLUSの機能と構成

HIPLUS(HitachiPe什ormance

andLearningUpg｢adeSup-

porlSystem)では,国際標準
規格に準拠した本格的なe-ラー

ニングを実現する｡
≡川PLUSサーバ
`

i
J

≦ 哲理 教材

!データベ】ス データベース
】

オプション

･テスティング機能

･レポート管理騰能
･オフライン学習機能

教材
データ r

教育管理者 確

管理支援システム

･成績や利用状況の管理

･進ちょく状況のチェック
･アンケート集計

など

(2)学習システム

ネットワークにヨ妾続されたパソコン上のウェブブ

ラウザから,教材コンテンツを学習することができ

る｡また,メンタリング(個人指導)や仮想教室に

おけるコミュニケーション機能により,学習中の挫

折を防止し,高い学習効果を実現する｡

(3)管理支援システム

研修の告知･募集･申し込み受け付けなどの作

業を省力化するとともに,学習履歴情報の分析･

評価を行う｡

(日立電子サービス株式会社)

(発売時期:2001年4月)

教材作成システム

･国際標準規格に準拠した
コンテンツの作成･管理

●アンケート作成
など

軒

教材開発者鞄

/う盲i≡ラニラiシ
●グループ喜寸i義
掲示板
チャット

など

学習者

笥

学習システム

･コンテンツの学習
･テストの解答･自動採点
●アンケート回答

など

WBTによるe･ASIA支援実証事業の推進

クライアント側の画面例

汎用的なブラウザで視聴できる

動画(MPEG4)や,音声,静止

画など,多彩な統合コンテンツ

を容易に作成することができる｡

由占 怒 息

辱

野 津

.dJ+ェl⊥dd

Execute

■Typethe8×モ¢山abtモ伺en8MO

:諾

〔ヨ〇串く♪日か三和Ie

慶業や学校の教育･研修では,コンピュータやマルチメディアを利用したCAI(Com-

puter-AidedInstruction)が盛んに行われて

いる｡特に近年は,インターネット技術を利用した

WBT(Web-Based Training)システムが普及

し,本格的に活用され始めている｡

今回,経済産業省の｢情報活用産業国際実

証事業+に採択されたこの事業では,慶應義塾

大学で作成したMPEG4(Moving Picture

Expert Group4)動画を含むIT関連の教育

用英語コンテンツを用い,タイのチエラロンコーン

王立大学との問でWBTによる実証実験を実施

する｡

これにより,日本発アジア向けの教育コンテン

ツに関するスタンダードを確立し,海外も視野に

入れたコンテンツの充実を図る｡

このシステムは,大学の国際交流や単位互換

など,新しい大学像の実現に向けた応用でも期

待が高い｡

(発売予定時期:2002年3月)
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遠教育コンテンツソリューション

璧耶三三…ごき芸芸芸忘冨芸…
校や教室がプラットフォームであり,コンテンツは教

材に,コンテンツとサービスが講師にそれぞれ該

当する｡コンテンツは教室での講義内容そのもの

であり,学習者はコンテンツが示すガイダンスに従

コンテンツ開発･評価プロセ

ス(左)とコンテンツ表示画

面例(石)

コンテンツの開発では,ニーズ

分析と学習者分析から始める｡

分析 喜≡霊芝聖･学習者分析.学習目的の分析

学習目標設定.
学習の組立(シナリオ目次案)

学習効果測定方法

息
基本設計

息
設計

息
制作

シナリオ作成

コンテンツ制作

コンテンツ開発

フェーズ

コンテンツ評価

学習

息
評価 学習効果の測定

コンテンツ言判面
フェーズ

って,コンテンツが提示する内容を学習する｡

コンテンツには,(1)学習目標と学習者レベル

の明確な設定,(2)論理の展開の一貫性,(3)

学習内容に合致したメディアの選択などが要求

される｡このような要件を満たすために,コンテン

ツ開発では,ニーズや学習者の分析,分析結果

を基にした学習目標の設定,学習内容の組立か

ら始める｡また,開発終了後の評価も,コンテンツ

の質を確保するための大切なプロセスである｡

日立製作所と株式会社日立インフォメーション

アカデミーは,社内教育や研修サービスでの経験

を背景に,遠隔教育のためのさまざまなコンテン

ツの質の向上に取り組んでいる｡
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明治大学納め"Oh･0!Meiji”プロジェクト

尭学のIT(In丘)rmation
Technology)化

に伴い,多くの大学でウェブを利用したシ

ラパス(授業概要,授業計画)情報が公開され

ている｡日立製作所が明治大学に納入した"Oh-

0!Meiji''プロジェクトでは,シラバス情報の撞供

にとどまらず,ウェブサイトを授業のポータルサイ

トと位置づけ,円滑な授業進行と授業の活性化

を支援するシステムが構築されている｡

このシステムの特徴は,教員が担当する授業

科目のウェブページをブラウザから簡単に編集,

閲覧トップページ

嘗

授業検索

授業A 授業日 揮業C‥･

シラバス お知らせ 蛍科 レポート 掲示板

授業計画 授業内容 関連リンク ヘルプ

朗l

()h一口!Meiji

メ∵■､′､

一叫¶

公開することができ,教員のITスキルを問わな

いことである｡授業サイトでは,アクセス管理を行

いながら,科目概要･シラバス･講義レジュメ･お知

らせ･ディスカッション･関連リンク･課題碇出といっ

たメニューから利用する機能を任意に選択する

ことができる｡これにより,学生は,希望する場所

と時間に授業の予習･復習,クラスディスカッショ

ンといったサービスを利用することができる｡

(納入時期:2001年10月)
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トップ画面 検索画面
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ヒー:

閲覧サイトの構成(左)と閲覧サイト画面例(右)l利用者がトップ画面から各自のIDでログインすることにより,アクセス権に応じた画面が表示される｡

シラバス画面




